
  

１「無意識の思い込み」は考え方や物事の捉え方のメガネ 

 アンコンシャス・バイアスとも言われる無意識の思い込みは、その人の考え方や物

事の捉え方を表す価値観のメガネと言われています。そのメガネは、自分に見えて

いるものこそが、世界であると思わせます。例えば以下のようなことが起こります。 

●メガネの度数が違う→人によって、同じものが違って見える。 

●レンズに色が付いている→ものが見えにくくなる。 

●度数があっていない→ものを正しく認識できない。 

２「ジェンダー」とは「社会的・文化的に構築された性別」 

国の統計では、総合職で採用されるのは男性の割合が高く、その結果として、昇進や給与に男女で差が生じて

いるという例があるほか、理系が得意なのは男性、文系が得意なのは女性という無意識の思い込みにより、高校・

大学の進路に影響が出ていることもあります。このように、性別を理由に役割を押し付けたり、向き不向きを決

めつけたりする考え方を「固定的な性別役割分担意識」と言います。 

「無意識の思い込み」が、私たちの意識にどのような影響を与えているのかを考え、気づきを得ていくことが

本日のゴールです。 

３ 誰もが住みやすい地域になるために 

無意識の思い込みが私たちの中にどのように潜んでいて、そのために地域の中で、「自分が」、「誰かが」困っ

ていたり、悩んでいることはないか、その解消のために何ができるかを、今日は５つのテーマをグループごとに

考えます。「無意識に気づくこと」を通じて、自分が変わり、周りの人にも波及していくことで、みんなが住み

やすいまちに近づけるのではないでしょうか。 

今日は、「無意識の思い込みによって生じたジェンダー視点の問題が解消した姿」について、意見を交わして

いきたいと思います。 

担当課からの説明 

聴っくオフ・ミーティング報告書 

テーマ 「思い込みのメガネ」をはずしてみよう 
～ジェンダーの視点から未来の杉並を考える～ 
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区では、区政への区民参加の仕組みづくりを進めています。その取組の一つとして、身近な行政課題について、

区長と区民が直接意見を交換する「聴っくオフ・ミーティング」を開催しています。 

令和 7 年 7 月 12 日は､｢思い込みのメガネ｣をはずしてみよう～ジェンダーの視点から未来の杉並を考える～を

テーマに､一般公募と無作為抽出した 2000 名の区民の中から参加していただいた 35 名の方と話し合いました。 

区長から 

無意識のうちに生じる思い込みや偏見から生じる地域の課題を､ジェンダー 

(社会的・文化的につくられた性差)の視点から不断に問い直していくことは、 

誰もがより暮らしやすいまちになるために不可欠です。例えば、「育児休業は 

女性がとるもの」という思い込みは性差からくる固定的な役割の代表的なも 

のですが、近年、制度の整備や意識の変化から、男性の育児休業の取得率が 

大幅に伸び役割の固定化は改善されつつあります。一方で、区の男女共同参 

画に関する実態調査では、「男性の方が優遇されていると感じる」との回答が 

78％と、まだまだ男性優位の社会が指摘されています。ジェンダー平等や性差からくる固定的な役割の解

消には、制度や文化・慣習などが関係しており、時間がかかると思いますが、性別に関係なく誰もが平等

に権利や機会を享受できる社会になるために、今できることは何か、皆さんと一緒に考えていきたいと思

います。 



テーマごとの 5 班に分かれて、 

グループトークを行いました。 

 
グループ 
トーク 

全 体 
トーク 

 

全体トークでは半円状の車座になり、 

参加者が一人ずつ自分の意見を発表した後、 

フリートークを行いました。 
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皆さんのディスカッションに参加させていただき、とてもいい経験

になりました。本日のテーマは｢無意識の思い込み｣について考える、

つまり自分が気づいていないことに気づく、というとても難しいもの

でしたが活発にお話し合いをしていただきました。その中で「尊重す

る」「認める」「思いやる」「一番困っている方に思いをはせる」など

相手を思いやるキーワードがたくさん出たことが印象に残りました。 

私たちの部署はジェンダー平等を実現する、という大きなミッショ

ンを背負っています。社会を変えるというのはとても大きなことのよ

うに思えますが、皆さんが指摘するように相手を思いやる気持ちや行

動が普段の生活にあって、その積み重ねが、点が繋がるような形で社会を変えていくのではないでしょ

うか。一人ひとりの行動が社会を変えジェンダー平等社会が実現する、というメッセージを受け止めて、

今後もジェンダー平等の意識啓発や理解に取り組んでまいります。 

 

 

今日の参加者の中には、ジェンダーに関するバイアスで

傷ついた経験のある方もいると思います。そのような経験

をもとにジェンダーについて語る時、ともすると、議論は 

背景にある社会への批判になりがちです。しかしながら、

皆さんは、自分事として無意識の思い込みに気づくことや、

ジェンダーバイアスをなくすための方策まで検討していた

だき、課題に取り組む姿勢が素晴らしいと感じました。 

全体トークでは、「ジェンダー平等を考えることは、それ

にとどまらず性差にとらわれずにありのままに生きられる

社会づくりに繋がる」という指摘や、「思い込みをなくすに

は多様性を理解することであり、そのためにはみんなで対

話を続けていくことが大事」との意見をいただきました。私は、自治体の役割は一人ひとりの尊厳

を守り、幸せな社会をつくることだと思っています。ジェンダー平等の推進は、そのための重要な

ファクターだと考えています。今年度設置した「ジェンダー平等に関する審議会」に今日いただい

た意見を伝えるとともに、杉並のジェンダー平等の未来像を皆さんにフィードバックできるよう頑

張ってまいります。 

男女共同参画担当から 

区長の感想 


